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キラリ学び推進委員会の成果共有！令和４年度に向けて！ 

第１回キラリ学びシンポジウム開催！ 
  

 令和３年１２月１７日（金）、授

業参観後に、本校体育館において

「キラリ学びシンポジウム」が開催

されました。 

 この「キラリ学びシンポジウム」

とは、「キラリ学び推進委員会」の

３部会（家庭での学びを考える部

会、本とＩＣＴからの学びを考える

部会、体験からの学びを考える部会）の今年度の取組を報告し、保護者の方々と共有することによ

って、より有機的な取組が推進されていくことをねらいに実施したものです。 

 アドバイザーに山大大学院の中井義時教授を迎え、司会が高橋由和委員長。シンポジストに、平

善昭家庭部会部会長、原一宜。本ＩＣＴ部会部会長、髙梨裕晃体験部会部会長。そして、島津友幸

ＰＴＡ会長、石山重典校長が意見を述べました。 

 ◯家庭部会は「週１回は親子の日」ということで、家庭での学習を一緒に行うことはもちろんで

すが、親子で料理をしたり、掃除をしたり、読み聞かせをしたりと幅広い活動が行われたようです。

この実施報告の回収率が９０％を超えるなど、吉島小保護者の方々の教育について、子育てについ

ての意識の高さに驚いたとの発表でした。 

 ◯本ＩＣＴ部会は、「エンジョイ！ＩＣＴアンケート」でＩＣＴ環境の実態調査。「エンジョイ！

ＩＣＴよしじま標語コンクール」を実施しました。アンケートでは、子どもたちは「ネットゲーム

で遊んでいるのは圧倒的多数ではないこと」や「動画や音楽の視聴はほとんどがしたことがある」、

また「ＳＮＳ等のネットを介したコミュニケーションには積極的でない」などの実態がわかりまし

た。標語コンクールについては、前号で紹介したようにシンポジウムに先だって各学年１名が優秀

賞として原部会長より表彰されました。 

 ◯体験部会は、「吉島愛（郷土愛）の醸成」を目指し、どのよう

なことができるのか協議を重ねました。そして、１１月１９日に５

年生を対象に「紅大豆」を題材にした、農業の可能性を探るプレ体

験授業を行いました。（前号紹介） 

 ◯中井教授は講話の中で、「これからのＣＳ（コミュニティ・ス

クール）は協働すること、地域と一緒にやっていくことが一番のね

らい」「子どもの教育について、メンバーシップが生まれている吉

島地区の取組に一層期待している」 

 

よしじまの子どもをこんな子どもに育てたい！ 

 よ よく食べ、よく遊び、よく寝る子ども 
 し 失敗を恐れず、何事も挑戦する子ども 

 じ 自分から動き、考える子ども 
 ま 学ぶことを楽しむ子ども 
 あ あったかく思いやりのある子ども 

 い いつも笑顔で気持ちのよいあいさつをする子ども 



新春！書き初め！１月１３日・三時間目！ 

 恒例の全校書き初めが行われました。学校がシーンと静まり、 

１，２年は鉛筆での硬筆。３年以上は毛筆で行いました。正々 

堂々と姿勢を正し、向き合っていました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月・２月の主な行事 

１月１４日（金）避難訓練 

   １８日（火）スキー教室（七ヶ宿） 

   ２５日（火）スキー教室（米沢） 

   ２６日（水）バイキング給食 

 ２月 １日（火）特別支援学級合同学習会 

    ４日（金）授業参観・懇談会 

    ７日（月）職員会議 

    ８日（火）１年スノーチューブ 

    ９日（水）児童会総会（放送朝会） 

   １０日（木）新入学保護者説明会 

         キラリ学び推進委員会 

   １６日（水）児童会役員決意発表会 

（放送朝会） 

   ２５日（金）６年生を送る会 

校長雑感 新年版 

◯ 新年明けましておめでとうございます。今年

もどうぞ宜しくお願いいたします。吉島小学校

は、家庭や地域に支えられて成り立っている学

校です。吉島小学校の存在理由は、地域の宝で

ある子どもたちを次代の担い手として育てる

という使命を帯びていると考えております。ど

うぞ、お引き立ていただきますようにお願いい

たします。 

 

◯ 早々の雑感ではありますが、前号での訂正を

させていただきます。本校２１代校長である錦

三郎先生についてです。雲博士と記載しました

が、虫の「蜘蛛」です。このことについて、何

人かの方々から電話をいただきました。訂正し

てお詫びいたします。雪迎えについて、教えて

いただきました。（晩秋の小春日和の日に、糸

をつけた子蜘蛛が空を飛ぶ現象。このあと雪が

降ることが多いところからいう。山形県米沢盆

地などでみられる。） 

 

◯ 令和４年は、「壬寅」の年です。活動の更なる

発展のために、任せるべき人にはしっかりと任

せて、仲間で手を取り合い、相互に協力して時

務に当たるべき年のようです。変革を越えて、

任せるということ、仲間と互いに敬い合い、手

を取り合うということにあらためて想いを至

らせ、物事を進める必要があります。吉島小は、

学校教育目標「吉島を愛し、次代を担う明るく・

賢く・逞しい人間の育成」を達成すべく、これ

までの成果と課題を踏まえ、グランドデザイン

３年目の集大成とした年にしていきます。「キ

ラリ学び推進委員会」の推進と、「吉島学」を核

とした質の高い「授業」の実践を目指します。 

第３回学校運営協議会について 

標記の会議は、諸般の事情により紙面開催に

なりました。これから各委員の方々のご意見を

集約し、２月中旬に開催する第４回学校運営協

議会で、令和４年度の吉島小学校の教育実践基

本計画（案）を提案することになると思います。 
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